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・朗読詩人は詩人か？ 

 

 私、川原寝太郎は自作の朗読を中心に活動する朗読詩人である。 

 こう自己紹介すると二つの意味で怪訝な顔をされる。一つは詩人と名乗る人を始めて見たという

顔、もう一つは詩人なら知っているが朗読詩人は知らない、それは本当に詩人なのか？という顔。 

 

「〘名〙 詩歌を作ることを専門とする人。 詩客。 騒人。 また、詩的な感覚をもった人にもいう。 」

(コトバンク https://kotobank.jp) 

 

 「詩人」という言葉の定義を GooGle検索すると最上位に上の定義が表示されるが、それとは別

に実際の詩人と長年付き合っていると彼ら一人ひとりがそれぞれの定義する「詩人」像を持ってい

るように感じる。詩集を出版していたら詩人、詩誌に投稿が載ったことがあれば詩人、賞を貰って

いたら詩人。詩で飯を食えていれば詩人、詩を作ったことがあれば詩人、詩情を以て生きていた

ら詩人…等々。 

 それらの定義全てを詩人と見なすなら詩人は意外と沢山いる可能性が高いが、世間に知られて

いる詩人は大抵「賞を貰った」か「詩で飯を食えている」人であり詩人の間でも多くに知られている

のは「詩集を出した」か「詩誌に載った」人であり、それ以外の形で定義される詩人は世に知られる

ことなく、或いは知られたいとも思わずどこか人目につかない場所でひっそりと詩を作ったり作らな

かったりしている。 

  

 筆者が属する「朗読詩人」の界隈はそうした世間に知覚されない詩人が多く集う場の一つであり、

筆者自身もそのような「詩人」として 20年に渡り詩を作り朗読して来た。同時に観客席にいる筆者

の目の前で多くの秀逸な詩、凡庸な詩、奇矯な詩が作者の声によって表現され、大半は記録に残

ることなく観客の記憶の中にのみ刻まれるか、或いは文字通り宙へと消えて行った。 

 

 この度、長年にわたり合評会などでお世話になっている平安女学院大学の平居謙教授から筆者

に朗読詩人としての経験と朗読界隈のありようについて聞きたいとの依頼を受けテキストを綴って

いる。 

 以下では自作詩の朗読というジャンルについて「朗読会」と「スラム」の二つに分けて筆者の知り

得ていることを書いた後、その二つを含めた朗読詩人というジャンルについて思う所を少し述べる。 

 朗読詩は雑誌やネット上の詩に比べ記録が少ない。 

 出典なく記憶頼りに書かざるを得ない箇所も多々あり、論考というより体験記に近い性質のもの

になることは予めご容赦願いたい。 

 

 なお筆者自身は自分が詩人であるか未だ分からずにいる。 

https://kotobank.jp/word/詩人-519554#:~:text=〘名〙 詩歌を作ること,た人にもいう。


 

 

・自作詩朗会という小世界 

 

 朗読詩人の活動の場は大きく分けて二つある。一つは朗読会、もう一つはスラムである。 

 

 その一つ、自作詩の発表の場としての「朗読会」は例えば谷川俊太郎氏などが 1960年代から

行っていたと聞くが正確にいつどのように始まり、現在どれくらいの数が行われているのか、遺憾な

がら筆者は知らない。朗読詩人として原稿を依頼されてそれで良いのかと問われれば多分良くな

いが実際そのような網羅的な記録があるのかどうかすら知らないのが正直な所である。 

 

 ただ筆者が知らないだけで朗読会は細々と、しかし脈々と続けられてきたのだろうと推測は出来

る。 

 筆者が学生時代を過ごした京都にはかつて「ほんやら洞」という学生運動で有名な喫茶店があ

ったがそこは 1970年代当時から朗読会の会場でもあったことで知られている。 

 

 現在開催されている朗読会について言えばインターネットで検索するだけでも多くの会があること

が分かるが、一方でインターネットに掲載されず場合によっては殆ど宣伝すら行われず開催される

朗読会も筆者の知る限り相当数が存在している。それらの朗読会について知る機会は会場の隅に

貼られたポスターを見るか参加者から直接誘われるくらいしかなく、殆どは気心の知れた身内の間

で細々と開催され、いつの間にか休止し、その間にもどこかで新しく開催されるようになる。 

 

 一例として筆者が継続的に参加して来た朗読会を挙げるなら、2000～2002年に平居謙氏が月

に一度開催していた「ポエトリーリーディングの夕べ」、その流れを汲んで 2003年から 2005年ま

で定期開催された「朗読カフェ-good WORDS only-」、更にその流れを汲んだ「朗読バー」は主

催者が何度か変わりつつ不定期ながら現在に至るまで開催されて来た。 

 それ以外にも筆者の住む近畿地方で言えば 2010～2015年に渡って月に１回開催されていた

「屋根裏ポエトリー・ナイト」、京都で 2015年から中断や形式変更を挟みつつ現在まで開催されて

いる「ポエトリー・ナイトフライト」などがあり、筆者自身も 2016年から 2020年まで「朗読・話芸オー

プンマイク」「眠たい事言うな」という二つのイベントを主催していた。 

 上記以外にも１～数回ごく短い期間に参加した「朗読会」は多数あるが省略する。 

 近畿以外に目を転ずれば東京では 2014年 12月から現在まで定期開催されている「SPIRIT」

を始めこちらも多くの朗読会があり、地方でも例えば筆者が個人的に縁のあった岡山で 2013～

2019年まで不定期に開催されていた「Read me tonight」など多くのイベントがかつて開催され、

或いは現在に至るまで開催されている。 

  

 上に紹介した「朗読会」は基本的に自由参加形式のいわゆるオープンマイクである。 

 そうではない、事前に決められた出演者の朗読を観客が聴く「朗読会」も勿論ある。大阪中心の

イベントに限れば 2005年～2013年に各地で開催された「AllWordsCoa」、大阪で 2008年から約

10年に渡り年に 2～3回開催されていた「TOY BOX」などがあり、他にも１～数回限りの様々なイ

ベントあったが、オープンマイクのように定期開催されているものは比較的少ないように感じる。 

 

 オープンマイク形式が多い理由について身も蓋も無い見解を述べるなら、自作を発表したい「詩

人」の数と、お金を払って朗読を聴きたいと人に思わせる「詩人」の数の差がそのままイベント形式

の偏りに反映されているように思われる。 

 朗読詩人の「朗読会」を聴くためだけに来る「客」は少ない。 



 何故少ないのか。単純に自作詩の朗読が総じて面白くない…と言われることもあるが、自作詩朗

読を長年続けて来た筆者はそうは思いたくない。少なくともそれだけが理由ではない…と考えたい。 

 一つの個人的見解として、朗読詩人の多くが積極的に集客をしたり宣伝をしたりしたがらない傾

向にあることが関係しているように思われる。親しい人、信頼関係のある人には聴いてもらいたい

が、そうでない不特定多数の人に知られたいとは思っていない、或いは知られたくない朗読詩人

は筆者の周りに少なくない。 

 宣伝をあまりせずひっそり行われている「朗読会」が多くあるのも同じような理由だと筆者は推測

している。多くの朗読会が馴染みの常連参加者を中心に形成される小世界の中で自作を発表し、

切磋琢磨したり或いは単に交流を深めたりしているように思われる。 

 

 上記のような「朗読会」の傾向に関する筆者の意見は後述する。 

 

 ただし、全ての朗読会、朗読イベントが世間へ広まることに消極的な訳では無い。 

 反対に外向思考が強く、それゆえに他の朗読会より認知されやすいイベントも存在する。 

 その一つが対戦形式の朗読会、いわゆるスラムである。 

 

 

・スラムという病 

 

 複数の詩人が決められた時間とルールの範囲内で自作詩を朗読し、観客や審査員の評価によ

って勝敗を決する、いわゆる「スラム」は 1980年代にニューヨークの詩人の間で始められたと伝え

られている。(註１) 

 日本で対戦形式のイベントとして最初に広まったのは「詩のボクシング」である。1997年にねじめ

正一氏と阿賀猥氏が対戦した第一回に始まり、谷川俊太郎氏を始めとする有名な詩人、作家、ミ

ュージシャンらがボクシングを模したリングの中で一対一で対決した。 

 1999年から一般公募の中から選抜された選手がトーナメント形式で戦う全国大会が始まり、以

降全国大会への出場権を争う地方大会も各地で開催される。詩のボクシング、通称「詩ボク」は朗

読詩人の間で大きな反響を呼び、更に NHKによる全国大会中継番組などで「朗読される詩」が

一般に認知される機会にもなった。 

 2023年現在は一般公募による全国大会は行われていないが、現在に至るまで朗読詩人という

ジャンルに対し詩ボクが与えた影響は大きかったように思われる。これ以降詩人、或いは詩人を含

む言葉と声によるパフォーマンスの対戦イベントが全国各地で開催されるようになるが、現在でも

詩の朗読といえば詩のボクシングを思い浮かべる人は少なくないのではないだろうか。 

  

 筆者が詩作と朗読を始めた 2000年代前半はその詩のボクシングが密かに流行りつつあった時

期であり、その影響からか詩の朗読をする人、始める人が今より多かった時期でもあった。 

 当時の筆者は詩のボクシングも何も知らず、ただ大学の先輩からの口コミで平居謙氏が主催す

る朗読会に紛れ込んだのが最初のきっかけだったが、30人規模のバーに 40人以上の参加者が

詰めかけ、入れ替わり立ち代わり朗読を行う光景と彼らの言葉によって自分の脳内に浮かび上が

る情景に圧倒された。 

 マイクの前に立つ朗読者の「詩」は内容も技量も玉石混交だったが、高尚なレトリックから毒のあ

る社会風刺、ありがちな日常エッセイから TV番組のパロディまで何が飛び出すか分からない混沌

と、その混沌を許容する懐の広さに筆者は強く惹かれ、自分でも「詩」を作るようになった。その

「詩」の殆どは客観的にはおよそ詩とは言い難い何かであったが…。 

 

 スラムについて話を戻すと、2003年に東京で「新宿スポークンワーズスラム」通称 SSWS と呼ば



れる新たな大会が始まり、以降京都、横浜、大阪などでスポークンワーズスラム形式の大会が開催

された。 

 詩のボクシングが制限時間 3分、音楽や効果音が禁止されているのに対し、スポークンワーズス

ラムは制限時間 5分かつ楽器やトラック(BGM)も使用可能であり、詩人だけでなくミュージシャンや

ラッパーが多数参戦し対決した。 

 

 筆者は新宿スポークンワーズスラムを観戦、京都スポークンワーズスラムには自ら出場したが、

アカペラで朗読される詩と音楽に乗せて発せられるラップや歌との対決はまさしく異種格闘技であ

り詩ボクとも後に広まるポエトリースラムとも異なる独特な空間であった。筆者はラッパーやミュージ

シャン相手に負けを重ね、「音楽がついていないのは不利ではないか」と考え身内に BGM音源を

作って貰ったこともあったが、今思えば筆者の朗読が単に拙かっただけのように思われる(苦笑)。 

 

 ともかく、この SWSの存在が詩の朗読と音楽との関係を考えるきっかけになった朗読詩人は筆

者以外にもいるのではないか。 

 「スポークンワーズ」そのものは佐野元春氏などによる活動(註 2)があり、また少なからぬ詩人は

以前から音楽とのコラボを行ってきたが、この時期を境に筆者の周りの詩人の多くが朗読に際して

「音楽をかけるか、かけないか」の選択肢を持つようになる。またラップや音楽をやりながら詩を書

いている詩人が朗読詩人の中で一定数を占めるようになったのもこの時期からだと記憶している。 

 

 SSWSが 2007年に最後の開催を終え、詩のボクシングも一般公募を行わなくなった 2010年代

以降、スラムは一時的に下火になるが 2015年から新たな大会「ポエトリースラムジャパン」が開催

される。 

 フランスで開催されている「Grand Poetry Slam」(以下、世界大会)に出場する日本代表を選出

する大会、という位置づけで 2015年に第一回大会が東京で開催され、以降は地方大会とその上

位進出者による全国大会を経て日本代表が選ばれ、世界大会へ出場した。筆者はその栄光に与

った一人であるが、出場権を得た 2020年の世界大会がコロナ禍により初のオンライン開催となっ

たためフランスに渡ることな自宅のウェブカメラの前で世界大会を戦った。 

 ポエトリースラムのルールは制限時間 3分、楽器、小道具、衣装禁止等というシンプルなもので

ある。これは世界大会のルールに準拠したルールであると同時に詩のボクシングと共通点も多く、

詩のボクシング経験者を始め多くの朗読詩人が参加する。一方、SSWSの流れを汲むラッパーも

少なからず参戦しており、これまで開催されて来たスラムの経験を総合した様相を呈していた。 

 ポエトリースラムジャパンは 2019年大会を最後に終了するが、翌年から現在まで開催されてい

る「KOTOBASlamJapan」を始め多くのスラムが上記ポエトリースラムの対戦形式を何らかの形で

引き継ぎ、或いは参考にして行われている。 

 

 ポエトリースラムのこれまでにない意義として、優勝の先にある世界大会への出場により海外の

詩人やスラムの存在が朗読詩人に広く認知され、意識されるようになった点が挙げられる。 

 2021年、2022年の世界大会がオンライン開催になりネットを開始て世界大会を観戦した自身が

一気に増えたこともあり、現在ではオンラインで二国語又は多国語開催のスラムや朗読会も開催

され、海外詩人との交流の場となっている。 

 

 詩への間口を広げ詩と音楽を繋げ海外交流の切っ掛けを作るなど、詩ボクと各スラムが詩の朗

読、あるいは詩のジャンルそのものに与えた影響、果たした役割は決して小さくないように思う。 

 

 一方でスラムや、スラムで朗読される詩についての否定的意見も少なくはない。 

  スラムの勝敗を分ける言葉、声、リズム、朗読者の立ち振る舞いのもたらす印象の強弱や快不



快…それらは詩情や作品の巧拙とは無関係なのではないか？詩情や作品の質とは関係なく面白

いパフォーマンスや印象的なフレーズ、心地の良いリズムで観客や審査員の記憶に強く残った方、

より端的に言えばラップバトルや R-1グランプリの真似事が上手い方が勝つのではないか。…これ

は詩のボクシング当時からくり返し投げかけられてきた疑問、異論である。 

 

 かく言う筆者は 2004年の詩のボクシング大阪大会出場に始まり京都スポークンワーズスラムを

経て絵 2019年にポエトリースラム全国大会で優勝するまで多くの大会、対戦を経験し勝ったり負

けたりをくり返して来たが、それらの勝敗全てが「相手より良い詩を読んだから勝った」「相手が良

い詩を読んだから負けた」のかと言われると返答に悩む。 

 詩の内容以上に或いは以前に、喋り方や声の出し方、見た目の印象、或いは朗読する順番の前

後などが勝敗を分けた…と思ったことは正直に言って何度もある。 

 勝ちたいがために観客や審査員を驚かせたり笑わせる方法を考えるうちに詩というよりコントの

真似事になった作品は沢山あるし、またそういう脱線や迷走を経験した朗読詩人は私だけではな

いだろう。スラムに出場する詩人の多くが良い詩を朗読すれば勝てる訳では無い事実を前に苦悩

や葛藤を感じながら戦っているのではないだろうか。 

 海外のスラム出場者の間には「Best poets never win」という格言が存在するという。 

 勝敗と詩の良し悪しは別である。そう分かっていても勝てば嬉しいし負ければ悔しい、ゆえにスラ

ムに出場し、出場するからには勝ちたい、そのために良い詩ではなく勝てる詩を作る工夫を凝らす。 

 こうしたスラム出場者の姿勢はスラムに出場しない詩人から見れば邪道、或いは不健康に見え

るかもしれない。筆者自身、自分のスラムの勝敗への拘りには一種病的なものを感じる。 

 

 その上で筆者は朗読詩人には、少なくとも筆者にはスラムの存在は有意義であり必要ですらあ

ると考える。 

 

 

・朗読会とスラム/相乗効果の可能性 

 

 スラムにはそれぞれの大会に意義がありつつ否定的意見もまた多くある。 

 一方で朗読会、特にオープンマイクを良く思わないという意見も少なからず聞く。曰く閉鎖的であ

る、内輪で固まっている、総じて面白くない、カラオケと変らない等々…。 

 

 筆者はそれらの批判に概ね思い当たる所がある一方で、朗読会や大会を主催し参加する当事

者が良い詩、良い朗読が生まれる場を作ろうと努力、創意工夫する様子も見て来たし、自身も主

催や出演の折には少しでも良い朗読、面白い朗読を聴き手に楽しんで貰えるよう微力を尽くして

来たつもりである。 

 

 その上で筆者は朗読会とスラム、その両方が存在することで一種の相互補完、相乗効果をもた

らしてきた可能性があるのではないかと思っている。 

 

 冒頭に述べたように朗読詩人は世に出ない、そもそも人前に出たがらない人が多い。「人前に出

たがらない」のに人前で朗読をするのは矛盾ではないか、と言われればそうなのだが、実際に限ら

れた場所、限られた相手にしか朗読を見せない、聞かせないという詩人は少なくない。 

 その理由は単に人に知られたい欲が無い場合もあるが、それ以上に不特定多数からの批評や

批判的感想に晒されることへの恐れが強いように思われる。批判されることへの恐れは朗読詩人

に限らないし何なら詩人にも限らないだが、朗読というジャンルに長くいる、いることを選ぶ詩人に

はその傾向が強いように感じる。 



 

 筆者が推測するにこの傾向は自作詩朗読と言うジャンルの特性と無関係ではない。 

 朗読は紙に書かれた作品のようなテキストが聴き手の手元に無いことが多くそれゆえ分析的な

批評は難しい。自作詩であるが故に朗読の巧拙についても比較対象が無く踏み込んだ評価が難

しい。このため自作詩朗読への感想は自然と曖昧になりやすい。その曖昧さが、「人前に出たがら

ない」朗読詩人にとっては批評や批判的感想から守られた安心できる環境になる。 

 当然だがそうした曖昧な感想以外に客観視点からの評価が無い環境では自分の作った作品が

面白いのか面白くないのかもまた曖昧になり、自分が上達しているのかいないのかも分かりにくい。

良い詩を書きたい、良い詩に出合いたいと思っている詩人にとってはまことに残念な環境にもなる。 

 朗読会や朗読そのものを好かない詩人がいるのもそうした理由が大きいのではないか。 

  

 しかしそういう曖昧さに守られた環境から出てきたがらない詩人が不思議な事にスラムには参加

し、負けてがっくり落ち込んだり泣いて地団太踏んだりしながらも再挑戦する、そんな光景を筆者

は何度も見て来た。 

 批評や批判を恐れる詩人の心の中にも自分の作品の客観的評価を知りたいという欲求は存在

しており、スラムがその欲に火をつける着火装置になっているのではないか。そんなふうに筆者は

思っている。 

 

 少なくとも筆者は詩に関してスラムを介して深まった知見が少なくない。 

 一例として次のような経験があった。 

「何故詩人は紙を見て朗読するのか？暗唱すれば良いのではないか？」 

 これはスラムに参加したラッパーや演劇経験のある詩人から一度ならず言われたことである。 

 ある次期、筆者はこの意見に同調し実践を試みた。京都スポークンワーズスラムの最後の２年ほ

どの間、筆者は自分の作品を暗記するまで練習し音楽に合わせて諳んじていた。 

 そんな筆者を見たある先輩詩人から「練習するな。下手になるぞ」と言われた。当時の私には彼

の言葉の意味が分からなかった。分からなかったがそれから程なくして何となく暗唱するのをやめ

た。 

 数年後、ポエトリースラムが始まった時期に筆者の作品の一つが聴いた人にとても受けた。一度

聴いた人から同じ作品をまた聴きたいと言われ、請われるまま繰り返し朗読した。スラムに向けた

練習になるという算段もあった。何十回も朗読するうちに暗唱できるようになり、それから暫くしてそ

の作品がびっくりするほどつまらなく思えて来た。これはまずいと改作したら暗唱出来なくなったが

また面白いと思えるようになり、その時かつて言われた「練習すると下手になる」を思い出した。 

 その先輩は「朗読する時は今までの朗読経験は忘れろ。初めて読むつもりで読め」とも言ってい

た。 

 上記のようなことを思い出しながらその後も朗読を重ねて現在の筆者は次のように結論している。 

「その朗読をする場の空気、客席の反応、自身の気分を土台として、テキストが目に入った瞬間に

頭に浮かんだ情景、響いた音を伝えるように朗読するのが良い」「暗唱すると暗唱したようにしか朗

読出来ずその場の空気、その瞬間のイメージとズレる」 

 これはあくまで筆者が朗読する上での心構えであり普遍的なものではない。ただ上記の経験の

どれかが欠けていれば今の筆者の朗読はもっと下手になっていた可能性がある。 

 何の訓練も受けず我流で朗読して来た筆者にとって、人の助言を実感し実践するためにはスラ

ムの勝ち負けが必要だった…と自分では思っている。 

 

 最後に冒頭の問い「朗読詩人は詩人か？」について筆者の暫定的な考えを記しておく。 

 そもそも詩人以前に「朗読される詩」は詩なのか。朗読でしか味わえない詩情というものがあるの

か？筆者はあると考える。それを表現できる朗読詩人は詩人であると言えるだろう。 



 筆者にそれが出来ているかは自信が無い。そもそもそれを意図的に行えている朗読詩人が何人

いるのか、出来るようになるために何が必要なのか、それも分からない。 

 

 かようにあやふやなジャンルではあるが自作詩朗読だが、それゆえに未知の面白さに出会える

可能性を秘めたジャンルでもある…と筆者は考える。 

 

 

 

(註 1) 

ポエトリースラムジャパンについて 

http://terra-engine.com/psj/about.html 

 

(註 2) 

スポークン・ワーズ コレクティッド・ポエムズ 1985-2000  

https://www.moto.co.jp/works/album/E30100003A.html 

 

 
 

【特別企画】 川原寝太郎 川島むー ロングインタビュー 

http://japanspokenwords.blog.fc2.com/blog-entry-64.html 

創作の原点は「世界が自分にとって居心地よくない」という感覚。＜PSJ2019日本代表・川原寝太

郎＞ 
https://note.com/poetryslamjapan/n/n1c780b932b2d 

日本スポークンワーズ協会 

 

川原寝太郎 

1981年生まれ大阪在住。2000年から「詩のボクシング」等でポエトリーリーディングを始める。 

SNSで詩を発表しつつ各地でライブを行う。シュール・ネガティブ・ナンセンスに特徴づけられた世

界観を畳みかけるように展開する作風から「後ろ向きの全力疾走」との異名で呼ばれる。 

 

2019年度ポエトリースラムジャパン全国大会優勝。2020年度ポエトリースラムワールドカップ(オン

ライン開催)出場。 

KOTOBA Slam Japan 2020/2021大阪大会主催。 

2021年よりライブ活動休止中(近日再会予定)。  

 

 

 

 

 

 

https://www.moto.co.jp/works/album/E30100003A.html
https://note.com/poetryslamjapan/n/n1c780b932b2d
http://japanspokenwords.blog.fc2.com/

